
ビスフェノールAの食品健康影響評価の論点

胆汁経由で腸管に排泄され、
グルクロン酸と解離した
ビスフェノールAが血中に再吸収

尿中に速やかに排泄

ラット

ヒト

腸肝再循環により、ラットでは
ヒトに比べて排泄が遅くなる
→ビスフェノールAの毒性に対して
ラットの方がヒトより感受性が
高いことが示唆される。

（EFSA、AFCパネル意見2008年7月）

ヒトと動物との
代謝様式の相違

（代謝）

○発がん性
動物、ヒトとも認められない

○一般毒性
・肝毒性 （マウス 50 mg/kg体重/日 ）
・肝細胞の多核巨細胞化 （マウス 120 mg/kg体重/日）
・体重増加抑制 （ラット 40 mg/kg体重/日）

その他、刺激性（眼、上気道）、光感受性等

○生殖発生毒性等
・エストロゲン作用（例：MCF-7細胞の増殖促進）
・卵巣重量減少、全仔数と生存仔数の減少（ラット 500 mg/kg体重/日）
・3世代繁殖試験で体重増加抑制（ラット 50 mg/kg体重/日）

（低用量）

・子宮比重量増加 （マウス 0.025mg/kg体重/日）

・精子産生数の低下 （マウス 0.02 mg/kg体重/日）

・思春期早発（マウス2.4 μg/kg mg/kg体重/日）

・性周期の乱れの出現率の上昇（ラット 0.5 μg/kg体重/日）

等

NOAEL：5ｰ50mg/kg体重/日

TDI : 0.05 mg/kg体重/日

不確実係数

（毒性影響）

・生殖発生毒性に関する評価
特に低用量毒性の考え方
動物実験結果のヒトへの外挿性 等

資料４

現在の日米欧における評価

肝臓で主に
グルクロン酸抱合

肝臓で主に
グルクロン酸抱合


